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追
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関
す
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問
に
対
し
、
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紙
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を
送
付
す
る
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衆
議
院
議
員
野
田
佳
彦
君
提
出
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
十
一
条
の
解
釈
な
ら
び
に
「
Ａ
級
戦
犯
」
へ
の
追
悼

行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
法
的
な
諸
問
題
に
関
し
て
種
々
の
議
論
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

我
が
国
は
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
五
号
。
以
下
「
平
和
条
約
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
に
よ
り
、

極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
の
裁
判
を
受
諾
し
て
い
る
。
御
指
摘
の
答
弁
は
い
ず
れ
も
、
こ
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
意
味
に
お
い
て
相
違
は
な
い
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ッ
ブ
裁
判
長
は
、judgm

ent

を
英
語
で
読
み
上
げ
た
。
我
が
国
は
、
平
和
条
約

第
十
一
条
に
よ
り
、
こ
の

judgm
ent

を
受
諾
し
て
お
り
、
仏
語
文
の
平
和
条
約
第
十
一
条
も
同
じ
意
味
と
解
さ
れ
る
。
な

お
、judgm

ent

に
裁
判
と
の
語
を
当
て
る
こ
と
に
何
ら
問
題
は
な
い
。

二
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
お
い
て
は
、
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
実
施
に
関
す
る
件
」
（
昭
和
三
十
八
年
五
月
十
四
日
閣
議

一



決
定
）
に
お
け
る
「
支
那
事
変
以
降
の
戦
争
に
よ
る
死
没
者
」
に
つ
い
て
、
戦
没
者
と
い
う
全
体
的
な
概
念
で
と
ら
え
て
、

追
悼
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
追
悼
の
対
象
と
す
る
個
人
を
特
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

天
皇
及
び
皇
后
の
靖
国
神
社
へ
の
公
式
参
拝
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
お
答
え
す

る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

し

内
閣
総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
へ
の
公
式
参
拝
は
、
戦
没
者
一
般
を
追
悼
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
同
神
社
に
合
祀

さ
れ
て
い
る
個
々
の
戦
没
者
に
対
し
て
行
う
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
内
閣
総
理
大
臣
の
公
式
参
拝
は
制
度
化
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
の
で
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
そ
の
都
度
、
実
施
す
べ
き
か
否
か
を
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

二


